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今
年
も
『
お
で
か
け
サ
ロ
ン
健
康
講
座
』

を
、
か
か
り
つ
け
温
泉
施
設
で
あ
る
ゑ
び
す

や
旅
館
、
サ
ン
バ
レ
ー
富
士
見
、
お
お
と
り

荘
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
介
護
予
防
の
一
環
と
し
て
、

地
区
サ
ロ
ン
参
加
者
の
う
ち
『
筋
肉
を
貯

め
る
通
帳
』
で
２
０
０
ポ
イ
ン
ト
達
成
し

た
高
齢
者
な
ど
を
招
待
す
る
事
業
で
す
。

　

参
加
者
は
、
保
健
師
や
運
動
指
導
士
の

講
義
や
ビ
デ
オ
上
映
、
故
・
寺て

ら
か
ど門

敬よ
し
お夫

先

生
が
提
唱
す
る
『
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
体
操
』

実
践
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
昼
食
に
施

設
自
慢
の
料
理
を
食
べ
、温
泉
入
浴
、ゲ
ー

ム
・
歌
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
『
お
で
か
け
サ
ロ
ン
健
康
講

座
』
は
地
区
別
に
全
10
回
開
催
し
、
計

５
２
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　　

交
通
事
故
や
犯
罪
を
減
ら
そ
う
と
、『
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会
』
を

韮
山
時
代
劇
場
な
ど
で
行
い
ま
し
た
。
大

会
は
、
パ
レ
ー
ド
と
式
典
、
コ
ン
サ
ー
ト

の
３
部
構
成
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
で
は
、
韮
山
保
育
園
や
ち
と

せ
保
育
園
園
児
ら
１
５
０
人
が
韮
山
小
学

校
か
ら
時
代
劇
場
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
三
重
県
在
住
の
小こ

や
ま
き
み

山
喜
美

夫お

さ
ん
に
よ
る
講
演
を
聴
い
た
後
、
県
飲

食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
市
内
３
支
部
の

代
表
者
が
飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
大
仁
中
学
校
、
韮

山
中
学
校
に
よ
る
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　

狩
野
川
大
橋
〜
神
島
橋
間
の
狩
野
川
堤

防
上
に
植
え
ら
れ
た
河
津
桜
が
、
今
年
も

２
月
中
旬
〜
３
月
上
旬
に
咲
き
、
市
民
の

目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

満
開
の
こ
の
日
、
堤
防
上
で
は
、
大

仁
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト『
城
山
さ
く
ら
ま
つ
り
』

も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
模
擬
店
で
の
飲
食
物

販
売
や
芝
そ
り
遊
び
が
行
わ
れ
、
多
く
の

親
子
連
れ
が
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
伊
豆

総
合
高
校
郷
土
芸
能
部
や
華は

な
し
ょ
う
ぶ

翔
舞
・
樹き

の

子こ

が
演
奏
や
踊
り
を
披
露
し
、
祭
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
行
わ
れ
た
静
岡
国
民
文
化
祭
の

『
合
唱
の
祭
典
』
継
承
事
業
と
し
て
、『
江

川
坦
庵
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
』
を
ア
ク
シ
ス

か
つ
ら
ぎ
で
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
９
団
体
が
参
加
し
、
郷
土

の
偉
人
（
幕
末
代
官
）
江
川
坦
庵
公
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
課
題
曲
『
瑠る

り璃
色
の
空
の

下
で
〜
江
川
坦
庵
の
バ
ラ
ー
ド
〜
』
と
自

由
曲
２
曲
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
作
曲
家
や
専
門
審
査
員
、
公

募
の
聴
衆
審
査
員
ら
に
よ
り
行
い
、
賞
を

決
め
ま
し
た
。
総
合
１
位
の
江
川
坦
庵
賞

に
は
『
あ
い
混
声
合
唱
団
』（
東
京
都
）。

入
賞
団
体
に
は
、
市
特
産
の
イ
チ
ゴ
や
旅

館
宿
泊
券
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
、
行
政
一
体
で
意
識
高
揚

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会

お
い
し
い
料
理
に
舌
鼓

　

お
で
か
け
サ
ロ
ン
健
康
講
座

城
山
を
バ
ッ
ク
に
桜
咲
く

 
 

第
２
回
城
山
さ
く
ら
ま
つ
り

城山をバックに咲く早咲きサクラを、多くの人が満喫

3/5

1/27
～2/28

人
が
参
加

3/5

健康を学び、おいしい料理に舌鼓をうつ参加者

飲酒運転撲滅宣言をする飲食業生活衛生同業組合の代表者

国
文
祭
の
継
承
事
業

　
　

江
川
坦
庵
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

3/13

参加者全員で『瑠璃色の空の下で』を熱唱

　

伊
豆
市
、
伊
豆
の
国
市
、
函
南
町
、
三

島
市
の
４
市
町
間
の
３
コ
ー
ス
を
走
る

『
第
４
回
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』
が
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
過
去
最
多
・

約
２
，
８
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
、

早
春
の
伊
豆
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

伊
豆
の
国
市
を
通
る
21
・
７
㌔
コ
ー
ス

の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
っ
た
修
善
寺
駅
北

の
開
会
式
で
は
、
日
大
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
や

伊
豆
長
岡
温
泉
芸げ

い
ぎ妓

衆
が
応
援
に
か
け
つ

け
、
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

伊
豆
市
を
ス
タ
ー
ト
し
た
出
場
ラ
ン

ナ
ー
た
ち
は
、
大
仁
商
店
街
や
長
岡
温
泉

街
、
韮
山
の
田
園
地
帯
、
函
南
町
を
駆
け

抜
け
、
富
士
山
の
方
角
に
あ
る
ゴ
ー
ル
の

三
嶋
大
社
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

静
岡
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
富
士

山
に
つ
い
て
学
び
、
考
え
、
思
い
を
寄
せ
、

富
士
山
憲
章
の
理
念
に
基
づ
き
、
後
世
に

引
き
継
ぐ
こ
と
を
期
す
る
日
と
し
て
、
２

月
23
日
を
『
富
士
山
の
日
』
と
条
例
で
制

定
し
て
い
ま
す
。
県
内
各
地
で
、
富
士
山

に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
か

れ
、
静
岡
の
顔
『
富
士
山
』
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
伊
豆
の
国
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
乗
車
料
金
が
県
民
を
対

象
に
割
引
さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

春
の
陽
気
な
気
候
に
恵
ま
く
っ
き
り
と

姿
を
表
す
主
役
の
富
士
山
も
喜
ん
で
い
る

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。　

三
嶋
大
社
を
目
指
し
ま
し
た

富
士
山
に
思
い
を
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

富
士
山
の
日

2/23

声援の中、長岡温泉街を駆け抜けるランナーたち

過
去
最
多
２
，
８
０
０
人

　
　

第
４
回
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会

2/20

東北関東大震災義援金を募集しています

■受付場所
　・市役所各庁舎（伊豆長岡・韮山・大仁）
　・アクシスかつらぎ、韮山時代劇場
　・市社会福祉協議会各支所
　　（伊豆長岡・韮山・大仁）
■受付期間
　平成 23年9月30日（金）まで
■その他
　・募金箱への募金だけでなく、義援金の寄託も
　　各庁舎市民課で受付けています。領収書が必
　　要な人はお申し出ください。
　・郵便振替口座による寄託もできます。詳しく
　　は下記連絡先までお問合わせください。
■問合せ
　伊豆の国市社会福祉協議会　
　　　☎０５５‐９４９‐５８１８ 

　3月 11日に発生した『東北関東大震災』の被災者支援
のため義援金を受け付けています。

こ
れ
も
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る

　
　
　

支
援
の
ひ
と
つ

主役の富士山も喜んでいるよう
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